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登録リスト（該当：217件）
  ≪  1  2  3  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 企業情報学部１期生のオリ合宿2007/04/20]	企業情報学部１期生のオリ合宿2007/04/20	2007/04/20の記録。
企業情報学部が2007年度に新設され、学部の１期生が入学したのがその年の４月。長野大学の私立時代、毎年新入生歓迎のオリエンテーション合宿（略して「オリ合宿」）が１泊２日の日程で行われていました。2007年度のオリ合宿は環境ツーリズム学部と合同で松代、小布施を見学し、菅平に宿泊、翌日は菅平湿原を見学しました。現在の在学生にかつて「オリ合宿」があったことを伝承するのは、当時の体験もし、画像記録もある私から伝えることかな？と思い、画像記録をいくつか載せてみました。

大学から２学部の新入生約200名がバスで見学先に移動。松代で松代城跡（海津城跡）、続いて城跡のすぐ隣にあった池田満寿夫美術館（現在はなし）を見学。おぎのや長野店(これも現在はなし)で昼食をとり、その後、小布施へ。続きの	2024-02-27
	2	[image: 信州上田学2023／地域キュレーションVol.1]	信州上田学2023／地域キュレーションVol.1	長野大学講義科目「信州上田学」(2023年度後期)を受講した学生たち(主に新入生が対象、3学部横断)の「地域キュレーション」(地域を探究しアウトプットする学び)のアウトカム集です。講義内容は「信州上田学2023①～④地域キュレーション」をご参照ください。

「学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生)」それぞれのマイテーマにリンクしています。[ Vol.1 | Vol.2 ]


　No. ニックネーム／探究テーマ
　　　探究のねらい

	こぶた／別所を盛り上げるには
サークルの関係で別所に行く機会が多々あるが、別所の魅力にまだ自分自身

	2024-02-16
	3	[image: 泥宮に行ってきました。]	泥宮に行ってきました。	泥宮まで行ってきました。
歩いて片道45分～1時間ほどかかった気がします。
流石に歩いていくのは時間がかかりました…
私のように散歩感覚で行くのはおすすめしません。
泥宮に行くまでの道のりは、行きは生島足島神社を通り過ぎて、交番があるあたりで右に曲がりました。曲がった先から道には街灯がないので、夜には行かない方がいいと思います。暗いしこの時期の道は雪があったり凍ってたりで危ないので。
帰りの道は、甲田池・塩田町駅・男池を通る形のルートで帰りました。
上田市は少雨地域である為、ため池が多いことは学びましたが、歩いていると思ったよりも近くにため池群があり、楽しかったと思うとともに、すべてのため池を巡りたいなとも感じました。

夜遅くに行ってしまったので、泥宮の雰囲気は不気味に思えました。	2024-02-13
	4	[image: 生島足島神社、本堂]	生島足島神社、本堂	生きとし生けるもの万物に生命力を与える「生島大神」と、生きとし生けるもの万物に満足を与える「足島大神」の二神が祀られる、信濃屈指の古社である。御本殿は、神池と呼ばれる池に囲まれた神島の中で周囲を老樹に取り囲まれて建っている。武田信玄や真田昌幸、真田信之をはじめ、歴代の上田城主からも厚く崇敬されていた。また、現在は各種ご祈祷やご祈願を毎日執り行っており、七五三や個人でのご祈願も可能である。実際に訪れて境内を一周してみたが、整備されていない所が度々見られたり、案内の看板が少なかったりして、残念に感じる部分もあった。	2024-02-13
	5	[image: 生島足島神社、西鳥居]	生島足島神社、西鳥居	生きとし生けるもの万物に生命力を与える「生島大神」と、生きとし生けるもの万物に満足を与える「足島大神」の二神が祀られる、信濃屈指の古社である。御本殿は、神池と呼ばれる池に囲まれた神島の中で周囲を老樹に取り囲まれて建っている。武田信玄や真田昌幸、真田信之をはじめ、歴代の上田城主からも厚く崇敬されていた。また、現在は各種ご祈祷やご祈願を毎日執り行っており、七五三や個人でのご祈願も可能である。実際に訪れて境内を一周してみたが、整備されていない所が度々見られたり、案内の看板が少なかったりして、残念に感じる部分もあった。	2024-02-13
	6	[image: 生島足島神社]	生島足島神社	日本遺産にもなっている、地元の人々から愛される神社です。七五三の時期には多くの子どもがお宮参りに訪れます。祀られているのは生きとし生けるもの万物に生命力を与える「生島大神」と、生きとし生けるもの万物に満足を与える「足島大神」の二神です。真田昌幸の朱印状など、国の重要文化財に指定された94通の古文書が残っており、内殿は「県宝」に指定されています。この神社は神池に囲まれた神島に建っていてとてもきれいでした。下之郷駅のすぐ近くなので、訪れてみてはどうでしょうか。	2024-02-13
	7	[image: 舌喰池]	舌喰池	　日本遺産の「塩田平のため池群」の一つである。年間降水量が全国で最も少ない上田市は、農業用水を確保するためにため池を100か所以上作った。そのうちの一つが舌喰池である。貯水量は、138,000㎥、満水面積は、61,400㎡、堤高は7.0ｍである。舌喰池周辺の水田では、上田藩で作られる米の約半分が作られ、他にも雨乞いをする儀式の場としても使われた。舌喰池の名前の由来の一つとして、ある昔話が関係している。昔この池が造られた頃、土手から水が漏れて、十分に水を溜めることができなかった。そこで池の改修をするにあたり、土手に、生きた人を土中に埋めて祈るという「人柱」を入れなければ水が溜まらないという話があった。
くじ引きで決められたある娘さんは、日夜悲しみに明け暮れていたが、人柱に立つ前の晩、身の不運を嘆いて舌	2024-02-13
	8	[image: 生島足島神社]	生島足島神社	　延喜式にもその名が記されている由緒ある古社である。生島大神と足島大神の二神が祀られ、武田信玄や真田昌幸・信之をはじめ歴代の上田城主からも厚く崇敬されたという。生島大神と足島大神を祀る神社は全国的にも珍しく、近畿地方中心に数社しかなく、東日本ではここを入れて２社のみである。昌幸の朱印状など、国の重要文化財に指定された94通の古文書が残っている。

　敷地面積が特に大きいわけではないが、手入れがされていて池も相まって綺麗にまとまっているなという印象を受けた。境内には歌舞伎舞台もあるため。神社だけではない多くの歴史も感じることが出来る。また、日本の真ん中に位置していることでパワースポットとしても人気を集め、観光客を引き付ける魅力の１つでもあると感じた。	2024-02-13
	9	[image: 水の移動経路]	水の移動経路	　川やため池の水は、直接そこに雨が降ったものだけでなく、周囲の高地から流れ込んできたものも多い。高い山があれば、雪解け水も入ってくる。このため、降水量が少ない地域であっても、上流の降水量が多かったり、山脈に面していたりすれば、十分な水を確保できる。

　水底は田より低いため、水位が低いときは用水として使いにくい。洪水のリスクが高まるため、底を上げればよいというものでもない。水位が低い場合は、ポンプを使うようだ。
　しかし、近代的なポンプは、ため池が造られた江戸時代にはなかった。現在のため池を見ると、当時は底近くに水路を引いたり、水位が一定以上のときのみ水を水路に送っていたと考えられる。現在も、水位が高いときはポンプとは別に排水するようだ。	2024-02-11
	10	[image: ため池の自然における役割]	ため池の自然における役割	　天然の湖や池が少なく、川も浅い塩田地域では、ため池が水鳥のすみかとなっている。
　また、水草が多く茂っているため池もある。その中には水辺にすむ昆虫などが生息していると考えられる。草が多いため池は十分に管理されていない可能性があり、自然に還りつつあるとの見方もできる。

　水が少ない地域では、ため池は生き物にとっても貴重な水場である。しかし、ため池はあくまでも人工的な環境である。石やコンクリート、金属で作られた箇所が多く存在する。
　ため池を人が利用し続けるなら、人工的な部分を残してもよいだろう。しかし、野生生物のためだけに保存するのであれば、パイプなどの人工物は撤去するべきだと考える。ため池を使い続けるのかどうか、はっきりと決める必要がある。	2024-02-10
	11	[image: 生島足島神社]	生島足島神社	国土の守り神として仰がれている生島足島神社。
神池に囲まれた本殿の最深部、内殿には床板を張らないことで大地を直接祀っている。
近隣住民の中には神池を囲む参拝ルートを歩くことを日課にしている人がいる。	2024-02-06
	12	[image: 日本の中心！生島足島神社]	日本の中心！生島足島神社	池の上に浮かぶ真っ赤な神社。その荘厳な雰囲気は見るものを惹きつけます。地域住民だけではなく外国人観光客も度々見受けられ、インバウンド誘致も成功していると読み取れます。初詣では県内外の客が集いその姿は、長い年月を通して多くの人から愛される地方における、信仰・観光・地域開発の象徴だといえます。	2024-02-01
	13	[image: 生島足島神社]	生島足島神社	平安時代初期に生まれたものか
生島大神は万物に生命力を与え太古より守り神として信仰されてきた。
→日本遺産の掲示板から引用しました。詳しくは実際に行くと近くに分かりやすい説明があります。

かぼさ
・小さい頃から初詣にお世話になっており、しっかり見たことはないなと感じ、探求しに。
・初詣の三日目は少し人通りが少ないなと思いつつ、いつもよりは多いと思う。
・大学に行く際に見られる鳥居はここから繋がっているのかと感じた。
・池には鯉や鳥？がいて餌やりをすることができる。
・写真は12/7撮影	2024-02-01
	14	[image: 上窪池]	上窪池	上窪池は塩田鯉の発祥の地とされている。1958年に上窪池で鯉の養殖がはじめられた。その後、塩田の70の池で飼育されるようになり、昭和40年代、50年代初めは年間千トンもの出荷量を誇り、塩田鯉として全国ブランドとなった。しかし、他地域との価格競争などで昭和50年代に衰退し、塩田での鯉の生産は終了した。上窪池の貯水量は二万五千㎥で、満水面積は一万二千㎡となっている。	2024-01-31
	15	[image: 男池、女池]	男池、女池	上田にある殆どのため池が戦国時代から江戸時代に作られた物である。男池、女池は江戸時代の仙石氏が上田を治めているときに作られた。次に男池の貯水量は約五万㎥で、満水面積は約二万六百㎡。一方で女池の貯水量は約一万八千㎥で、満水面積は約八千八百㎡。男池と女池を比較してみると、男池の方が貯水できる水の量が多い。現在は農業用水として使用されており、隣の産川から池に貯水されている。	2024-01-31
	16	[image: 生島足島神社]	生島足島神社	上田てくてくマップに沿って街歩き開始！

上田の象徴的な神社である生島足島神社
池や鳥居がとても綺麗です
鳥居をくぐると、QRコードを読み取って解説を聞くことができます
音声に従いながら見て回るのがおすすめです
背景を知ることでより深く建物を見ることができるはずです	2024-01-31
	17	[image: 池と動物]	池と動物	生島足島神社には神池があり、そこにはたくさんの鯉がいる。餌も販売しており、あげてみるとたくさん寄ってきた。奥の方へ進んで行くと鳥も発見！子どもでも楽しめるのではないかと感じた。	2024-01-30
	18	[image: 舌喰池の伝承]	舌喰池の伝承	塩田の里交流館「とっこ館」の正面道路を挟んで向かい側にある大きな池のお話。

伝承の内容

舌喰池が作られたころ、土手から水が漏れてしまっており、人柱を入れないと水が貯まらないという話がどこからか伝わっていた。（人柱とは、人を生き埋めにして祈ること。）結果的にくじ引きで、村外れの娘が人柱として選ばれた。その娘は、自分の不運を嘆き、舌を食い切り池へ身を投げ、死んでしまったそうだ。その後、村人たちはその出来事を受けて、この池を「舌喰池」と呼ぶようになった。
　

現在の舌喰池は、とても綺麗で、決してそこで人が死んでいるような印象は受けなかった。池周りの「憩いの広場」の芝も短く刈られて整備されており、とても大切にされているような印象を受けた。そのことから、地域の人々がその悲しい出来事	2024-01-26
	19	[image: 生島足島神社]	生島足島神社	太古より国土の鎮守と仰がれ、国の中心にある神社。生島大神・足島大神が鎮座されているとされ、神池に囲まれ、台地そのものの土間が御神体となっている。参道は、夏至に東鳥居・東御門から朝日の太陽が昇り、冬至には西鳥居・西御門に夕日の太陽が輝くため、「太陽」と「大地」を結ぶ神社と呼ばれている。


美しい神池に囲まれ、朱色の生える神社だった。長い歴史のある神社だが、それを感じさせないほどきれいであり、長い間丁寧に管理や修繕されてきたことが見受けられた。	2024-01-25
	20	[image: 上田レイライン　泥宮]	上田レイライン　泥宮	泥宮は字のごとく大地をご神体として、生島樽島神社が建設されたときに、遺霊をここに残したという歴史がある。
かつては生島樽島神社の西鳥居とまっすぐな道でつながっていたといい、ご神体と同じくこの二つの神社は、深いつながりがある。実際に見に行き、感じたことは目の前にため池があり、周りが住宅に囲まれており、地域住民に大切　にされながら今日まで保存されてきたんだと感じた。	2024-01-25
	21	[image: 生島足島神社]	生島足島神社	生島足島神社の鳥居です。
式年祭として、御柱祭が6年に一度、寅年・申年の4月中旬に催行される。この祭は、諏訪神が諏訪に向かう途中で当地に留まった際、生島・足島両神に対して御柱を奉ったのが由来です。
御本殿は神池に囲まれた神島の中にまわりを老樹に囲まれて建っています。御扉の奥には御室と呼ばれる内殿（室町期建立）があり、内殿には床板がなく大地そのものが御神体（御霊代）として祀られています。現在の社殿は昭和15年に国費をもって竣工したものです。内殿は平成10年9月「県宝」に指定されました。
駅から近いため、だれでも訪れやすいと感じました。	2024-01-23
	22	[image: 地域に伝わる逸話]	地域に伝わる逸話	舌喰池を訪れた時の写真です。
結構前の写真ですが，当時はもう少し水位があったようです。

人々の信仰心は恐ろしいと感じた。
このような話は他地域でも存在するはずである。　　

だからこそ，調査し続け後世に伝えていくことが重要だ！	2024-01-23
	23	[image: 軽井沢：日陰に残る雪の痕跡]	軽井沢：日陰に残る雪の痕跡	2009/02/06の軽井沢。雲場池の地面にはうっすらと粉雪をまぶしたように乗っていました。空気は一段と冷たく身が引き締まる思いがします。天気もよく、池沿いの棒杭が地面に影をつくっていたのが印象に残りました。影のところだけ雪が解けず影と同じ形の痕跡となっているのが面白い。軽井沢ならではの光景です。	2024-01-16
	24	[image: 稲わら焼きの風景2013/11/22]	稲わら焼きの風景2013/11/22	戦場の煙ではありません。お間違えなく！

塩田平のため池・舌喰池に近い金井バス停付近の棚田から稲わら焼きの煙が立ち上っています。棚田の段々の土手、集落の風景が煙に遮られ、さんさんと降り注ぐ陽光に煙が映えています。22世紀に残したい稲わら焼きのイチオシ風景です。	2023-12-22
	25	[image: 泥宮大神と上窪池]	泥宮大神と上窪池	　上田市本郷にある泥宮大神は、非常に珍しい泥を御神体とした神社である。古くから泥、つまり大地は稲などの作物を育ててくれる存在として崇められてていた。日本全国様々なものを御神体とする神社があるが、泥をご神体とした神社は多くはない。
　本来は生島足島神社が建立された際に、その時の死者の魂を遺すためとして作られた社である。なお、生島足島神社が創建された年代はわかっていないため、この泥宮大神が建てられた時期も不明ということになる。
　もともとは「諏訪大明神」という名で呼ばれていたが、1790（寛政2）年、松平定信が幕府の財政を引き締め立て直しを図った時代に「泥宮」の愛称で親しまれるようになった。
　この神社の東側には上窪池という溜池があり、私が訪れた際にはサギのような白くて大きな鳥も見られ	2023-12-21
	26	[image: 男池]	男池	　日本遺産の「塩田平のため池群」の一つである。上田市の池は戦国時代から昭和時代までの間に数多く作られてきた。その背景には、上田地域が全国でも有数の寡雨地域であることがある。一方、雨が少ないため晴天の日が多く、気温も低すぎることは無かった。したがって、肥沃な土地で農業用水を確保さえすれば、水田農業に適した土地であった。農民たちはため池を造成し、男池も農業用水確保のために作られた。男池は、江戸時代に仙石氏が統治していた時に作られたため池であるとされている。江戸時代では、ため池の存在は重要であったため上田藩をあげて作られた。現在の男池は、農業用水として使われ、産川からため池に水を貯水している。男池の貯水量は約50000㎥で、満水面積は約20600㎡、堤高は8ｍである。
　男池が作られた背景を知る	2023-11-30
	27	[image: 舌喰池の伝承]	舌喰池の伝承	舌喰池は、大池とも呼ばれる塩田平のため池の中の一つである。他の池と比べても名前が一段と奇妙な理由には理由がある。昔、池の水がなかなかたまらないという時があった。その際に、人柱として村の娘が一人選ばれてしまった。その娘は、人柱に選ばれたということを聞いて、悲しみ、舌を食い切って池に身を投げてしまった。この悲しい伝承から、舌喰池と呼ばれるようになったといわれている。
　しかし、昭和５０年には、池の北側の田から、墓石が４基出土するなど、あながち伝承と言い切ることが出来ないことも、この人柱伝説の怖さなどを伝えているように感じる。	2023-11-30
	28	[image: 高台からの上田市街の風景]	高台からの上田市街の風景	上田創造館横のため池から上田駅方向に真っ直ぐ歩いていくと他の道と合流する地点に下りるための階段に辿り着く。そこからは上田の街の景色が一望できる。上田の街の活気が伝わってくる景色だ。	2023-11-30
	29	[image: 創造館横ため池]	創造館横ため池	上田創造館横には大きなため池がある。ツルハドラッグ上田原店上の坂道を登ると開けた土地が出現する。そこにはたくさんの水が張られている。少し高くなった地から臨む町並みはため池と1つの画となって風景を飾っている。	2023-11-30
	30	[image: 泥宮と上窪池]	泥宮と上窪池	泥宮は、古くから稲作に使われた泥を神聖視し、上窪池の泥を御神体としている。よって、その目の前にある上窪池と二つで一つのものだといえる。また、生島足島神社とも、江戸時代から関係があり、生島足島神社の旧跡地であったという伝承もある。
　
神社自体はそこまで大きくはなく、簡素なものであったが、自分が行った時間が夕方だったからか、非常に荘厳な雰囲気があった。昼間の時間に行くことも良いが、夕方の雰囲気もぜひ味わってみてほしい。	2023-11-30
	31	[image: 信濃国分寺に残る、初代・松平忠周の影]	信濃国分寺に残る、初代・松平忠周の影	　信濃国分寺本堂には、上田松平氏の「五三の桐」が描かれた垂れ幕と提灯が掛けられている。上田市立博物館が発行した『松平氏史料展』によると、松平忠周（ただちか）はそれまで損傷していた信濃国分寺の三重塔を、享保11年（1726）3月8日に修復したと書いてある。修復された当時の状態のまま今日まで残されているかどうかはわからない。だが、忠周が三重塔を今見えている形状に正したのは確かだろう。なお、忠周だけでなく、仙石氏や、その後の松平藩主も国分寺を保護・援助している。
　私は実際に塔を見てみて、三重の屋根は青銅で葺かれているのではないかと思った。その青緑色と塔の木材部分の茶色の組み合わせは綺麗だった。また、塔のすぐそばには池がある。池側から三重塔を見ると、池の大きさはかなり違うけれど、京都府木津川	2023-11-30
	32	[image: 生島足島神社　御本社本殿内殿]	生島足島神社　御本社本殿内殿	国の真ん中あたりにお祀りされる大八洲の神、生島大神・足島大神が鎮座する。神池に囲まれた神島の中に建つ。様式は「池心宮園池」と称され本殿内殿には床板が無く、大地そのものの土間が御神体とさせる。

またこの生島足島神社はライブカメラが設置してあるためその場にいなくても神社の様子を見ることができる。移動が大変な人でも参拝することができるため様々な年代にお勧めできる神社である。	2023-11-29
	33	[image: 上窪池]	上窪池	泥宮の前に位置するため池。
写真を撮っていたら、地元の方が話しかけてくださり、色々お話を聞かせてくれました。
日本遺産に登録されて以降、ため池郡には観光客がかなり訪れているそうです。自然豊かで景色が綺麗なため、二度目で訪れる方もいるようです。
かつては鯉の養殖が行われ、「塩田鯉」としてブランドとなったものの価格競争等で衰退し、現在は鯉の養殖は行われていません。
長野大学の学生とはこの上窪池でよく会うようで、環境の調査として上窪池を訪れている学生がいるそうです。	2023-11-29
	34	[image: 泥宮]	泥宮	日本遺産に登録されている泥宮に行きました。泥宮という社名は1880年にもともと諏訪社だったものを変更したものだそう。
目の前には上窪池というため池がある。	2023-11-29
	35	[image: 加古池]	加古池	上田市保野にあるため池。時期になると蓮の花が咲くらしい。しかし、この池の蓮がいつ頃、どうして育ったかは分かっていないそうだ。池の中には、植物の枯れた茎のようなものが沢山生えており、恐らくそれが蓮なのだろうと感じた。池の周りはウォーキングコースになっていた。蓮の花が咲く頃にその道を歩くと心地いいだろうなと思った。	2023-11-28
	36	[image: 塩吹池]	塩吹池	上田市保野にある大きなため池。訪れた日(2023年11月23日)には、工事中ということで水が抜かれて、工事車両が入っていた。水が無い分、より池が大きい印象を受けた。また、近くには石祠のようなものが設置されていた。なんのためのものなのかは分からないが、降水の少ない地域なので、雨を降らせる神様のようなものが祀られているのかな、と勝手に思った。とっても広い池なので、水が張られていたらより良い風景が楽しめたのかもしれない。	2023-11-28
	37	[image: 共有池(ともいけ)と上平池(うわだいらいけ)]	共有池(ともいけ)と上平池(うわだいらいけ)	どちらも舞田駅、舞田公民館付近に存在するため池。かつては鯉が養殖されていたらしい。天気がいい日に来たので、水面に周りの風景が反射してとても良い景色を見ることができた。	2023-11-28
	38	[image: 泥宮]	泥宮	日本遺産の泥宮。
周りには人気がなく、交通量の多い道路も少ないため、静かに楽しめます。
山々が360度見渡せるため、とても景色が良く、穴場スポットです。
別所線に乗っていける距離であるため、観光客も楽しめます。
上田市には多くのため池があります。	2023-11-27
	39	[image: 生島足島神社]	生島足島神社	生島足島神社に足を運んでみました

普段なら通り過ぎてしまいそうな、看板をじっくり読むことで、
上田の歴史や神社の魅力をより知ることが出来ました

池にはカモかいて可愛かったです	2023-11-20
	40	[image: 鹿教湯温泉の名前の由来]	鹿教湯温泉の名前の由来	鹿教湯温泉は文字通り、「鹿が教えた湯」というのが由来になっています。文殊菩薩が鹿に姿を変え、信仰心が強かった猟師に温泉の場所を教えた、という伝説があります。それ以外にも、鹿になっていた文殊菩薩がお湯を飲んでいたところを猟師が発見した、というものもありました。
他の由来として、狩ろうとしていた鹿が森の中の池に入り、鹿が池から出た後に池に近づくと、そこがお湯であった、というものもあります。
いずれにしても、鹿が人間に教えた湯であるのが鹿教湯温泉です。実際に行ってみたのですが、写真にもあるように橋の所に鹿のデザインがされていました。また、旅館の入り口には鹿教湯温泉の名前の由来が記されていました。どちらの由来だったのかは実際に行って確かめてみてください。せっかく上田に来たのだから、別	2023-11-16
	41	[image: 宮原上池]	宮原上池	　長野大学の近くにあるため池。規模は小さいが、水量は充実しているように見える。

　近くにある迎原上池、迎原下池と比べれば状態が良いようだ。	2023-11-14
	42	[image: 迎原上池の看板]	迎原上池の看板	　長野大学の近くにあるため池の看板。看板が茂みに覆われて見えない。ため池自体も発見できなかった。

　適切に管理保全されないと、ため池は埋もれて存在を忘れられてしまう、ということを教えてくれるかのようだ。	2023-11-14
	43	[image: 迎原下池]	迎原下池	　長野大学の近くにあるため池。看板が木に隠れて読めないが、わずかに見える文字や位置から迎原下池と推定される。

　草むらができていたり、周囲が荒地だったりして、現役で使われているため池かどうか疑問である。	2023-11-14
	44	[image: 農林水産省 全国ため池百選 塩田平のため池群]	農林水産省 全国ため池百選 塩田平のため池群	　ここに写真を挙げた瓢箪池、男池、女池などは、「塩田平のため池群」という1項目として農林水産省の全国ため池百選に選定されている。No.という表記があるためややこしいが、この番号は「塩田平のため池群」の内部で上田市が独自につけたものだ。「塩田平のため池群」は、全国ため池百選の中ではNo,30が振られている。
　
　塩田平のため池の多くは、17、18世紀の江戸時代に築造されている。しかし、江戸時代以前からため池は存在したようである。それらは残っていないようだ。

　写真のようにため池には看板がつけられているが、倒れたり隠れたりしてしまっているものもある。状態の悪い看板は、保全されないため池が江戸時代以前のため池のように廃れていくことを示唆している。

参考 農林水産省のため池百選についてのパンフレッ	2023-11-13
	45	[image: 長池]	長池	　倉升地区にあるため池。塩田平からは外れた場所であり、別所線沿線では最も上田駅に近いため池といえる。規模は塩田平のため池と比べると小さいが、実際に訪れて見ると小さくは感じない。

　周囲に創造館、倉升公民館、長池公園、上田南幼稚園といった施設があることから、地元の子どもには馴染み深い。

　長池のすぐ近くには、倉升マンホールポンプ場がある。長池の水の管理は、このポンプ場で行われているのだろう。

　ため池は取水するための水源であるはずだが、長池に注ぐ水路がある。水路は山の方からつながっていることから、長池に直接降った雨だけでなく、周囲の山間に降った雨水も貯めるものと考えられる。	2023-11-13
	46	[image: 女池]	女池	　中塩田駅の近くにあるため池。

　水量もそれなりにあるが、背の高い草が大量に茂っていることが特徴。使われていないのだろうか。草を生やすことによる利点があるのかもしれないが、管理が十分でないようにも見える。	2023-11-10
	47	[image: 男池]	男池	　中塩田駅の近くにあるため池。
　
　同日に訪れた中野前池とは異なり、干上がっておらず十分な水量があった。ただ、水量があるというのは、用水に使われていないという可能性がある。

　町中にあるため池としては非常に大きい。	2023-11-10
	48	[image: 中野前池]	中野前池	　別所線中野駅の近くにあるため池。距離自体は近いが、直通の道がなく遠回りが必要となる。

　雨の少ない時期であったためか、干上がっている部分が多かった。撮影時は雨が降っていたのだが。	2023-11-10
	49	[image: いにしえの丘公園・下之郷古墳群]	いにしえの丘公園・下之郷古墳群	　長野県工科短期大学校の北、いにしえの丘公園にある古墳群。塚穴原第1号古墳と2号古墳がある。

　古墳時代、塩田地域に豪族がおり、それなりに栄えていたことがわかる。

　小高い丘にあり、周囲に川の流れている様子はない。現在残っているため池などはほとんどが江戸時代に造られたものであり、古代に水不足があったのか、どう対処していたのかについてはあまりわからない。	2023-11-07
	50	[image: 瓢箪池(塩田運動公園)]	瓢箪池(塩田運動公園)	　長野大学の隣の、塩田運動公園(上田自然運動公園)内にある。公園として整備されているため、田に囲まれたものと比べて行きやすい。

　用水路はつながっているようだが、ため池として現役で使用されているかは不明。	2023-11-07
	51	[image: 長野大学付近のため池(夫婦池)]	長野大学付近のため池(夫婦池)	　長野大学の近くにある、その付近では比較的大型のため池。降水量の少ない塩田平では、このようなため池が多く存在する。

　あふれないようにするためか、高い土手で囲まれている。土手の下からは用水路が出ている。ここから田へ取水するのだろう。

　撮影日の数週間前から雨が降っていなかったが、水量は多いように見えた。撮影時点ではすでに稲刈りが終えられていたため、水の消費量が少ない時期と考えられる。	2023-11-07
	52	[image: 学生の地域探究テーマ2023]	学生の地域探究テーマ2023	【第3回課題10/19】信州上田学2023/マイサイトと探究テーマ　

▼社会福祉学部学生
1　長野県の自然
2　蚕都上田はどのようにして生まれたか
3　上田の地域の特徴から、福祉に活用できる社会資源を考える。
4　上田にある文化財について
5　上田市の特産物にはなにがあるのか、特産物と気候や地形との関係、特産物を使った料理について
6　上田市の食とそこから見る地域の特性
7　上田城の季節による変化
8　食と福祉（飲食店と社会福祉施設、養護施設との連携）
9　真田幸村と上田の関わり
10　なぜ上田には晴れが多いのか
11　別所温泉の自然風景とその風景に関する歴史学的・地理学的な知識
12　上田と福祉について
13　上田市内の地区の名前の由来について
14　上田市は子育てや生活をする上で、便利な地なのかどうか
15　上田市の子ど	2023-10-29
	53	[image: 舌喰池（したくいいけ）]	舌喰池（したくいいけ）	塩田平にあるため池の一つです。「大池」とも呼ばれています。	2023-10-23
	54	[image: 小諸市井子地区の警鐘楼]	小諸市井子地区の警鐘楼	西小諸地区井子区の警鐘楼
小諸市消防団第7分団 井子部器具置場裏　

（写真撮影　赤池氏）

小諸市内の警鐘楼（Localwiki小諸）	2023-03-26
	55	[image: 小諸市糠地地区の警鐘楼]	小諸市糠地地区の警鐘楼	小諸市消防団第7分団の管轄地域（西小諸地区）の糠地地区の警鐘楼（火の見櫓）

（写真撮影　赤池氏）

小諸市内の警鐘楼（Localwiki小諸）	2023-03-26
	56	[image: コピーヌクラブ演奏会　「小諸唱歌」「信濃の国」「糸(中島みゆき)」「ピチカート」]	コピーヌクラブ演奏会　「小諸唱歌」「信濃の国」「糸(中島みゆき)」「ピチカート」	
【目次】
0:00　コピーヌクラブ紹介
2:16　「信濃の国」
5:29　「小諸唱歌」
8:01　「糸(中島みゆき)」
13:45 「ピチカート」

【動画説明】
2022/11/3に開かれた特定非営利法人　糸のまち・こもろプロジェクト主催「民間で始まる蚕糸業ものがたり」内で演奏されています。
「民間で始まる蚕糸業ものがたり」


「コピーヌクラブ」

　コピーヌクラブは2009年に結成された女性3人演奏家グループで、東信地域を中心にホテル、イベント会場などで演奏活動を続けています。ピアニストの竹鼻恵子さん、フルート奏者の椎名真美子さん、バイオリニストの吉田枝理佳さんで構成されていて、動画では竹鼻さんと吉田さんが出演しています。

「信濃の	2023-02-15
	57	[image: 学生による地域キュレーション2022(信州上田学A受講生)]	学生による地域キュレーション2022(信州上田学A受講生)	長野大学の地域科目「信州上田学A」を受講した学生が「信州上田」を接点とした地域キュレーションの学習成果です。タイトルを選ぶとその学生のマイサイトを表示します。

▼カテゴリ１：蚕都上田
【1】　長野県の中でなぜ上田市が蚕都で有名なのか
【2】　上田の養蚕の歴史を掘り下げ、伝え続けるには。
【3】　蚕都上田の歴史と未来
【4】　製糸業の歴史
【5】　蚕都上田の歴史
【6】　蚕都上田	2023-02-10
	58	[image: 小諸町村誌]	小諸町村誌	明治政府が「皇国地誌」を目指して全国町村に編纂させた村誌である。長野県町村誌に収録されており寺、学校、戸数、人数、牛馬、山、川、池、道路、製糸場、気候など多数の項目がある。　人数は男3255人、女3075人　　と現在の半分以下でとても少ないと感じた。


https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/museum_history/03OD0622201000　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	2023-02-08
	59	[image: 笹沢檪亭 (ささざわれきてい)]	笹沢檪亭 (ささざわれきてい)	檪亭は、安政２年（１８５５）、小県郡坂井村（現上田市塩川）に生まれ、本名を清十といい、幼い頃より画才に富み、花鳥画を描いては村人を感嘆させたといいます。早くに父を亡くし苦労して育ちますが、母の理解もあって、明治６年（１８７３）、１８歳の折に島田桃渓とうけいに師事して絵の指導を受けたのを手始めに、明治１８年（１８８５）、２９歳の時には、水戸の木下華圃かほに師事。この頃から専業画家としての道を歩むことを真剣に考え始めたものと思われます。
　明治１９年（１８６６）、３１歳の折には終生の師となる児玉果亭に入門を許され、果亭より檪亭の雅号を受けました。この檪亭が入門した明治１９年は、第２回内国絵画共進会に出品した果亭の即品が天覧に供され、出品２点のうち１点が宮内省買上げ、１点が銀杯(こ	2023-02-01
	60	[image: 久米正雄(くめまさお)]	久米正雄(くめまさお)	久米は、明治２４年上田片平町（大手町）で生まれました。父由太郎は明治２８年小県郡立高等小学校兼上田尋常小学校校長として勤務していましたが、明治３１年、父が校長を務めていた上田尋常高等小学校上田分教場が焼失。その責めを負って父が自刃してしまったため、一家は母の実家福島県安積あさか郡桑野村へ転居し、ここで久米は中学時代を過ごしました。
　この時代に、安積中学校の教頭と国語教師に指導を受け、俳人としての才能を見込まれ、将来を嘱望されるまでになりました。中学校在学中に「笹鳴吟社」を結成、また、学校教員の集まりである「群峰社」にも参加。桑野村を訪れた正岡子規や河東碧梧桐かわひがしへきごとうの影響を受け、新俳句会への道を進み、一高時代には碧門下の日本派俳人として知られるようになりました	2023-02-01
	61	[image: 別所温泉石湯]	別所温泉石湯	別所温泉石湯石湯の表には、真田太平記の池波正太郎書「真田幸村公隠しの湯」の碑がたつ。

引用元
http://db.umic.ueda.nagano.jp/data/johogura/datadisp.php?arg_sano=2581061	2023-01-29
	62	[image: 上田市の自然文化について]	上田市の自然文化について	別所温泉は、信州最古の歴史を持つ七久里の湯と呼ばれる温泉を持ち、平安時代の有名な和歌集にも記されている。安息の場として栄えた別所温泉は、かつて真田幸村の隠し湯があったとも言われていて、1500年以上の歴史を持っているとされている。
また別所を含む塩田平は、信州の鎌倉とも呼ばれ、温泉に限らず多くの文化財が残されている。
「幕宮池」と呼ばれる池は、日本で最も降雨量が少ないとされる位置にあり、多くのため池が作られた場所である。


〈参考資料〉
https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/others/01DD001H230003
https://adeac.jp/shinshu-chiiki/catalog/mh055500	2023-01-26
	63	[image: ゼミ発表資料]	ゼミ発表資料	参照
Vol113■とく☆とく信州　塩田平のため池群 | 楽園信州 https://blog.nagano-ken.jp/magazine/various/622.html	2023-01-27
	64	[image: 塩田平のため池]	塩田平のため池	上田は雨が少なく、その中でも特に塩田には大きな河川が通っていないため水不足になりやすい。しかし米作りをするためには水がたくさん必要である。そこで塩田平には江戸時代を中心に多くのため池が作られた。それぞれの池に個性的な名前が付けられているので、散歩がてら観察してみるのも面白い。	2023-01-26
	65	[image: 安楽寺]	安楽寺	信州最古の禅寺で、座禅体験ができる。境内にある木造八角三重塔は、木造の八角塔としては全国で一つしかない貴重な建築で、長野県では一番早く国宝に指定された。全体的に奇麗に整備されており、緑の木が多いためサルスベリの花のピンク色がとても映えていた。蓮池には、白い蓮の花が咲いていて奇麗だった。また、背が高く一枚一枚の葉が大きかった。


別所温泉旅館組合「別所温泉のオススメ観光情報[公式]」
https://www.bessho-onsen.com/　（最終閲覧2023/1/26）	2023-01-25
	66	[image: 石湯]	石湯	石湯の表には、真田太平記の池波正太郎書「真田幸村公隠しの湯」の碑がたつ。

https://museum.umic.jp/johogura/bessho/2581061/2581061.htmlより引用	2023-01-25
	67	[image: 岳の幟]	岳の幟	塩田平の西辺に位置する別所温泉地区には、「岳の幟」と呼ぶ雨乞〔あまご〕いの祭りが伝わっています。この塩田地方は昔から水不足で大変悩まされてきた所で、灌漑〔かんがい〕用の溜〔ため〕池も多く造られ、雨乞い行事もいろいろ行われてきました。
ー中略ー
祭日は例年七月十五日(近年その日に近い日曜に変更)として、別所の上手〔わで〕・院内〔いんない〕・大湯〔おおゆ〕それに昭和四十九年大湯から独立した分去の四地区で、輪番〔りんばん〕に幟の役に当ります。夜明前に、上部に笹のついた竹竿と巻いた布を担いで夫神岳に登り、日の出と共に九頭竜神の石祠に布と神酒を供え、郷中の安全と五穀豊饒〔ごこくほうじょう〕を祈ります。
ー中略ー
支度を整えて日影公民館に待機をしていた三頭獅子とささら踊りの一行がそれに加わり	2023-01-25
	68	[image: 塩田平の魅力の発信]	塩田平の魅力の発信	塩田平のちにはため池が点在しており、塩田平の駅を降りるとため池が広がっています。もともとこの土地は塩田３万石といわれる上田藩の穀倉地帯だったのにも関わらず、恵みの雨が少ない地域でした。そのため、古くから人々にとってため池は、支えになっていたのです。そして、この塩田平には長い歴史があります。歴史があるということは、人が生きた物語があるということです。私は、こういったものを上田の地元の人はもちろん、観光客の方にも伝え発信していきたいと考えました。
こういった、地方の魅力を磨き上げ発信していくためには、まず若者の力は必要です。しかし、現在、地方の若者の人口は年々減少し、若者はみんな都心に流出していしまっています。その原因には、地方の地元の魅力をあまり理解できてなく、利便性だけが追	2023-01-23
	69	[image: 上田の魅力と活性化]	上田の魅力と活性化	　単元３を通して、塩田平地域は「信州の鎌倉」と呼ばれ、多くの寺院や文化財、ため池など様々な魅力があることが分かった。しかし、活性化を考えたときに、オシャレや写真映えなどに興味がある若者からすると、現在の塩田平にあまり興味が湧かないと感じた。
　そこで、ため池を活用した花火を打ち上げやイルミネーション、夜桜や紅葉をライトアップすることで若者を呼び込めると考えた。広いため池では、スワンボートのような足漕ぎボートを設置することで、若者だけでなく親子も楽しめると考える。
　また、生島足島神社で祭りを開催したり、マルシェのようなものを開いたりすることで、老若男女問わず楽しめる場所になると考えた。マルシェでは地域の特産品などの宣伝を行うことも可能である。
　以前、「信州上田レイライン線」	2023-01-23
	70	[image: 前川ゼミ　まとめ]	前川ゼミ　まとめ	課題の提起　大学に進学するにあたり塩田平のアパートを借りた。半年ほど生活してみて上田市の中心地や海野町商店街と比べてあまり生活しやすいとは言えなかったため。

なぜそうなのか　田んぼやため池が多いため土地が確保できないので生活に必要な施設などの距離が遠い。

探求の目標　どのようにすればもっと住みやすい街にできるのかを見つける


「塩田平を住みやすい街に」
塩田平は上田駅周辺と比べて非常に住みにくく感じた。スーパーなども遠く２４時間営業ではないし、スポーツ用品店などもアリオまだ行かないとない。それなのに電車の本数も少なくバスもないためどこに行くにしても車が必要となってくる。そのためまだ免許や車を持っていない人や免許を返納したお年寄りなどにとっては非常に生活しずらくなっていると思	2023-01-19
	71	[image: 上田市マルチメディア情報センター]	上田市マルチメディア情報センター	上田市マルチメディア情報センターは、長野大学の少し上に位置している、情報化を総合的に支援する環境が整っている施設である。

●施設・概要
学生は無料で使用できる学習スペース、３Dプリンターがあり、アニメや映画などを２５０作品以上見ることができるPCが置かれていた。また子供や大人も活用できる学習空間がある。
他には教育支援や無線LAN有線LANの管理など地域にも貢献している施設である

●上田資料映像鑑賞
上田市の50年前の資料映像を見させていただいた。
そこでの貴重な映像を紹介する。

●「上田つむぎ」信越放送　1964年1月16日放送／上田紬／私たちの周辺
人手を要する養蚕は機械化をする必要はあるが、あまりにも機械化をしてしまうと伝統が欠如してしまう可能性があるとのこと。
手織りのものは個人に合わせて作	2023-01-12
	72	[image: 千ヶ瀧用水改修記念碑]	千ヶ瀧用水改修記念碑	千ヶ瀧用水改修記念碑 について知っていることをぜひ教えてください

佐久市岩村田にあるため池「仙禄湖」畔に建つ記念碑。

1972（昭和47）年4月建立。

碑文

千ヶ瀧用水改修記念碑
北に浅間の活火山南に蓼科八ヶ岳連峯
を望む佐久平の中央に位置する岩村田
町は往古より水利に恵まれす灌漑水に
難渋し近代に至っては上水道水源の確
保に悩みこれが根本的解決は町民長年
の願望であった
昭和二十六年町理事者町議会議員は町
民の要望にこたえ岩村田町の事業とし
て土地改良法による千ヶ滝用水の改修
を目的として土地改良区の設立を計画
し関係の南大井村御代田村小沼村中佐
都村に協賛を求めたしかしこの用水に
特権をもつと信ずる人人によってその
設立が遅延し遂には変則なる土地改良
区の設立の止むなきに至ったが用水改
	2022-12-09
	73	[image: 蚕の蛹：活用考察④]	蚕の蛹：活用考察④	この写真は生島足島神社です。
ここには池があり鯉や鴨が生息していて、餌やり体験が出来ますが、基本的に人工飼料です。
ここに蚕の蛹を練り込むことで、高タンパクである虫の栄養素を吸収させて肥大化を防いだり、自然素材である昆虫を使うことで過度な餌やりによる水質汚染が防止できる可能性があります。
綺麗な池の様子を保つことに一役買えるかもしれません。	2022-12-05
	74	[image: ため池で日向ぼっこ]	ため池で日向ぼっこ	　塩田平に沢山あるため池。長野大学でもたびたび講義に登場する。そのうちの舌喰池は周りに緑がたくさんある。
　夏の晴れた日はここが絶好の日向ぼっこスポットになるのだ。全身に自然を感じながら、ゆったりとした時間を過ごしてみてはどうだろうか。	2022-12-04
	75	[image: 常田池]	常田池	ため池が多いことで有名な上田市。常田池もそのひとつで、池の周りにはちょっとした休憩スペースもある。	2022-11-30
	76	[image: 生島足島神社]	生島足島神社	　生きとし生けるもの万物に生命力を与える「生島大神」と、生きとし生けるもの万物に満足を与える「足島大神」の2神が祀られ、摂社（下社・下宮）には諏訪大神が祀られる信濃屈指の古社である。

　ご本殿は神池に囲まれた神島のまわりを老樹に囲まれて建っている。御扉の奥には御室と呼ばれる内殿があり、内殿には床板がなく大地そのものが御神体として祀られている。この池を巡らせて神域とされる島を作る様子は「池心の宮園池いけこころのみやえんち」と称され、出雲式園地の面影を残す、日本でも最古の形式の1つとされるものである。

　2枚目の神楽殿からちょこっとのぞく内殿の写真が個人的ベストショットです。	2022-11-30
	77	[image: 舌喰池]	舌喰池	舌喰池	2022-11-30
	78	[image: 米倉池]	米倉池	米倉池	2022-11-30
	79	[image: 女池]	女池	女池	2022-11-30
	80	[image: 男池]	男池	男池	2022-11-30
	81	[image: 小島大池]	小島大池	全国ため池100選　小島大池
起源：1618年
貯水量：102000m^3	2022-11-30
	82	[image: 上原池]	上原池	全国ため池100選　上原池
起源：1638年
貯水量：46300m^3	2022-11-30
	83	[image: 安楽寺八角三重塔]	安楽寺八角三重塔	安楽寺と八角三重塔です。八角三重塔に行くまでは、池や木がある道を歩きますが、雰囲気がよかったです。	2022-11-30
	84	[image: 生島足島神社]	生島足島神社	日本の真ん中に位置していると言われている「生島足島神社」です。池には鯉や鴨がいて、餌やりができました。	2022-11-30
	85	[image: 魅力が沢山あるため池]	魅力が沢山あるため池	舌喰池に行ってきました。長野大学の入り口にも生態系の書かれたものがあり知っている人もかなりいるのではないでしょうか。上田市にはため池が沢山ありますがそれぞれに違いがあり面白いです。舌喰池歴史が詳しく研究されており近くに資料館もあります。ため池も観光資源になりうるのだなと感心しました。	2022-11-18
	86	[image: サントミューゼ]	サントミューゼ	私は蚕都上田に興味を持ち、実際に自分で足を運びフィールドワークをした場所を紹介していく。

上田市にある複合型文化施設で「蚕都」＝「サント」と「芸術の女神」＝「ミューズ」が由来になっている。
長野県上田市にある「上田市立美術館」やホール、交流芝生広場などを有する地下1階地上5階建ての建物で、アートに触れ、人々と交流し、ゆったりとした時間を楽しむことができる。
先日、サントミューゼにて、「ため池フォーラム」が開催され、その際に撮影した写真である。	2022-11-14
	87	[image: 東御市の横堰：陽光・ため池・キャベツ畑]	東御市の横堰：陽光・ため池・キャベツ畑	湯の丸高原につながる道筋に「横堰(よこせぎ)」があります。アトリエドフロマージュに至る少し手前。ため池とキャベツ畑、そして駐車スペースがあり、思わず車を停めてそこからの眺望を堪能しました。

八ヶ岳連峰から美ヶ原を遠望する俯瞰の眺望が実に素晴らしい。ため池（横堰池）も現代的に造成され旧来からのため池のイメージが一新されています。陽光の直線も写真に切り取られていました。畑に生育するキャベツを眼前で眺めるのも久しぶりです。	2022-11-10
	88	[image: 八千穂サウナ　]	八千穂サウナ　	私は大のサウナ好き。
最近のサウナブームに勝手に乗っかっている。

この日は駒ヶ池にある八千穂サウナへ。
全国的にも有名なサウナ。数種類のサウナと渓流水風呂、山の中での最高の外気浴で整う。

この日は気温5度と非常に寒かったが、
サウナでのロウリュ。キンキンの水風呂、外気浴で最高の気分。
11月半ばで閉鎖するためその前にもう一度いきたい。


余談だが、
高校生の時に使用していた携帯が実家から届き、中を見てみると最高の写真がたくさんあった。
投稿していこうと思う。	2022-11-05
	89	[image: 生島足島神社]	生島足島神社	こちらは有名な観光地ですが、せっかくなのでよって写真を撮りました。生島足島神社です。赤い建物がとても美しく、池の鯉もゆったりと泳いでいて、風情を感じる場でした。また平日にも限らず多くの人でにぎわっており、上田の観光地として大きく貢献しているのだな、と目で感じました。	2022-10-31
	90	[image: 安楽寺]	安楽寺	別所温泉駅から徒歩10分程度のところにある安楽寺に訪れた。
鎌倉時代中期には鎌倉北条氏の外護により禅寺として栄えた曹洞宗のお寺。門までの杉並木に圧倒されたと同時に、二つの池もまた風情を感じた。常楽寺に続き、別所三楽寺の一つである安楽寺にもぜひ訪れてほしい。	2022-10-30
	91	[image: 真田氏記念公園]	真田氏記念公園	NHKドラマ「真田太平記」の放映を記念してできた公園。
池波正太郎氏の筆になる「真田氏発祥の郷」の石碑や真田幸隆、昌幸、幸村の真田三代の肖像が並んでいる。	2022-10-28
	92	[image: 鏡池]	鏡池	長野県戸隠にあり、周りに建築物などなく、自然本来の雰囲気を味わえる場所。	2022-10-13
	93	[image: 長池公園]	長池公園	公園	2022-10-13
	94	[image: 企画展「ご近所さんの近代遺産 原町通り編」]	企画展「ご近所さんの近代遺産 原町通り編」	★池波正太郎 真田太平記館

同館で3/26～6/19の期間、企画展「ご近所さんの近代遺産～原町通りの商店編～」が開催されています。
→企画展

原町の古い写真を柱に、原町の商店とも関連する事物を展示する企画です。森田屋石森呉服店の道具、西澤書店の大正・昭和期の帳簿の束、河合薬局の衝立、「本草綱目」、各商店の色刷り広告などが展示されていました。太平記館の展示は展示会場が狭いということもあり、関連の企画展示を具体的にどのようにキュレートすればよいかのよきお手本でもあります。無理せず、原町商店街の「昔」を手際よく展示構成していました。	2022-06-05
	95	[image: 益子輝之さんが語る上田の近代＠真田太平記館]	益子輝之さんが語る上田の近代＠真田太平記館	6/3(金)午後、池波正太郎真田太平記館で益子輝之さんによる特別講座「近代の上田について」を聴いてきました。

この講座は現在、同館で開催中の展示企画「ご近所さんの近代遺産　原町通りの商店編」(3/26～6/19開催)にちなむ企画です。益子輝之さんにお会いするのも、お話を聴くのも久しぶりです。コロナ禍がそうした機会を妨げていたことは手痛かったですが、徐々に復調の方向には向かうことでしょう。

「近代の上田」というお題でしたが、前段でもある近世（江戸時代）のお話も長く、いつから近代に入るのかな？と思いながら、お話に聴き入ってしまいました。

明治２年に起きた青木騒動にまつわるお話は特に興味深く、神社の変遷、中納言などの位、明治天皇の御巡幸など、次から次へと矢継ぎ早に話は進み、メモしようがないぐらいに	2022-06-05
	96	[image: 辰巳公園]	辰巳公園	灌漑用のため池として使われていた辰巳池が象徴的な辰巳公園です。池と隣接している水車小屋は、周りの木々や辰巳池とのコントラストによって、自然あふれる落ち着いた佇まいとなっています。辰巳公園には、この地で生まれた詩人「茂呂何丸（もろなにまる）」の句碑があり、地元で愛されていた詩人であることが伺えました。	2022-05-10
	97	[image: 上田市塩田平 舌喰池]	上田市塩田平 舌喰池	上田市塩田平に存在するため池群のひとつである。西暦700年頃の奈良時代に築造されたと伝わる。雨乞い行事の「百八手」の舞台でもある。
江戸時代に2度の改修工事が行われ、現代に至る。昭和には養鯉産業で栄える。
平成では植生調査の実施から多様な植物が確認され、「舌喰池 憩いの広場」という緑地公園も造成された。東屋もあり、自然環境も豊かであることから、安らげる場所である。

舌喰池は大池とも呼ばれる。舌喰池という名称は、造築の際に水が溜まらず、人柱に選ばれた娘が悲しみから自らの舌を喰い切って池に身を投げた民話に由来する。	2022-05-09
	98	[image: 当研究会発行のブックレット　バックナンバー]	当研究会発行のブックレット　バックナンバー	号によっては品切れがあります。上田市内の書店でお買い求めください。または上田小県近現代史研究会事務局へお申込みください（下記に住所記載）。

号数　ブックレットタイトル　著者　発行年月
1 『深町広子と上田自由大学』上原民恵[著] 1995.03,2000[改訂]【品切れ】
2 『上田小県地方に空襲があった』新津新生[著] 1996.07,2005[改訂]【品切れ】
2 『上田小県地方に空襲があった 増補改訂版』新津新生[著] 2005.07【品切れ】
3 『信州の鎌倉　別所温泉―歴史と文化―』上田小県近現代史研究会[編] 1997.10,1998[改訂]【品切れ】
4 『金	2022-03-06
	99	[image: 刀屋]	刀屋	年１回ペースのお墓参りのため、上田に通い始めてかれこれ３０年近くなります。だいたい１泊で、何を食べるかが楽しみです。こちらは池波正太郎さんが通ったという老舗の御蕎麦屋さんで、割と早い時期から利用していました。店名の刀屋は、もとは刀鍛冶をされていたことから由来しているようです。最初伺った時、まだその作業をされていたと母が言ってました。　　　　　　　　店内の雰囲気も当時のままを思わせる感じで、量が多いのが特徴です。若いころは、普通盛りを注文して、多いけど大丈夫？と訊かれたことも。時間帯を選ばないとかなりの行列です。小さめのテーブルに、相席で詰めて座った記憶もあります。今日はこちらに行くぞ！という時は、ホテルの朝ごはんはなしにして、開店前から並んで入るということもありました。お蕎	2022-03-02
	100	[image: 「私の地域探求」一覧(情報通信文化論2021成果物)]	「私の地域探求」一覧(情報通信文化論2021成果物)	★：マイテーマ　◆：探求者のマイサイトにリンク　【１】～【７】の地域は上田

【１】上田の歴史
★1「上田藩第6代藩主 松平忠固」(探求者：yo-to)
★2「上田の歴史（貿易、蚕糸業、金融）」(探求者：じょうじ)
◆3「明治の上田での生活」(探求者：Ｔ)
★4「戦時中の暮らしについて」(探求者：みるくた	2022-02-13
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